
GPA平均2.4 今年度の最後の授業

GD20106 デザイン学特別研究Ａ

担当科目 1）現行授業の目標と教育効果 2)自己評価 3)授業改善・対応方法

個々に細かく進捗状況を確認し、的確
なアドバイスを行い進めることができ
た

GPA平均3 特にはない

D201002 イラストレー
ション・編集デザイン実
習

現代日本の広告、出版状況の中でイラ
ストレーションは、非常に多岐にわ
たっています。その様な状況にあっ
て、より個性的な表現が求められま
す。表現には形態、技法、画材、テー
マにより様々な方法が必要になりま
す。より個性的で、魅力的であり、豊
かな叙情性のある表現を探求します。
又編集デザインは、個性的で美しい構
成と、判読性の良い編集の技術と、編
集内容の企画について学習します。

GPA平均3.3 今年度の最後の授業

D201014 専門ゼミナール
Ⅲ

自らが設定した課題テーマに対して、
プロセスを含めた問題提起と解決能力
を向上させることが目標です。課題
テーマの成果を得ることも大切です
が、協調的学習を通じてより深い知識
を得るための手段を知ることが重要で
す。

個々に細かく進捗状況を確認し、進め
ることができた

GPA平均2.2 今年度の最後の授業

美しい造形物とは何かを理解・制作で
き、将来のデザイン・造形活動に生か
すことが出来る。

2020年度は新型コロナ感染予防対策と
して全てオンラインで実施することと
なり、急遽テキストを作成した。テキ
スト課題配信および学生からの提出は
全てユニバーサルパスポートで行なっ
た。初めての事態であり、対面の授業
に対して授業効果が劣るのはやむ得な
いとは思うが、本科目で求める成果を
得ることができ、制限を伴う状況の中
であることを踏まえると概ね適切な授
業が行えてものと考える。

U191003
コミュニケーション・ス
ケッ（S）

オンラインでの授業は今後とも可能性
がある。更に授業内容を精査するとと
もに、双方向性を確保した授業のあり

方を検討していきたい。

デザイン実務を実際に体感できるプロ
ジェクトを前提とした課題を設定しま
す。そして各領域を活かしたプロジェ
クトを組織し、企画立案、実施をしま
す。

D201006 デザインプロ
ジェクトⅠ

商品化にも結びつきいい結果が出せた

 D201023 卒業研究・制作
Ⅰ

デザイン学科の学修課程で習得してき
た知識をもとに、学生自身が教員の指
導を受けてテーマを設定し、これを卒
業研究・制作としてまとめます。その
ために、各ゼミにおいて研究テーマを
見出し、先行事例や市場調査などを通
じコンセプトを固めていきます。

遠隔授業での難しさを痛感した。なん
とか進めたがやはり例年より遅れが出
てしまった。

おおよそ遠隔授業とになってしまった
が問題はなく進められた。

特別研究は、視覚・情報デザイン、製
品・空間デザインの各研究領域におい
て院生各自が設定する研究テーマにつ
いて、問題発見・課題設定・資料収
集・調査分析等の一連の研究作業をと
おして、生活造形としてのデザインを
提案する実践力を修得することを目的
としています。デザイン学特別研究Ｃ
では、主に研究テーマの調査・実験・
解析等を一層進展させ、最終成果に至
る仮説の設定・検証や知見の整理・解
釈を行い、研究の発展段階の成果を二
次研究報告書にまとめ、プレゼンテー
ションします。

GPA平均5 特にはない



GD20113 視覚デザイン論

D201008 家具・照明デザイン実習

D201027 卒業研究・制作Ⅰ 【森　理恵】

福祉社会における現況と問題点につい
て理解している。ユニバーサルデザイ
ン、インクルーシブデザインなど、福
祉社会の構築に必要な知識を持ってい
る。健常者とハンディキャップを持つ
人々、全ての人が過ごしやすい都市、
生活空間を創造するのための提案がで
きる。

D201016 福祉・ユニバー
サルデザイン実習

全て遠隔授業で実施。遠隔授業である
ため、資料が多く、学生には少し負担
が大きかったように思う。ZOOMによる
質問対応を行なったが、参加学生はお
らず、遠隔で学生とやりとりすること
の難しさを感じた。

本来あるべき学びに近づけるよう、工
夫が必要。対面やオンライン、遠隔と
さまざまな授業形態を授業内容に応じ
て、変えていく必要がある。資料の作
成や、授業形態の検討を行う。

全て遠隔授業で実施。実習授業である
ため、本来ならば実習棟で制作するは
ずだが、困難であるため各自自宅でス
ケール模型まで制作することとした。3
年生はすでに制作プロセスを経験済み
であるため、問題なく遠隔で進めるこ
とができた。わからないことや質問
は、UNIPAやメールで個別に対応。学生
の取り組み方に大きな差が出てしまう
ため、モチベーションを上げる工夫が
必要である。

デザインを具現化する基本的能力と、
人体寸法によるスケール感を修得する
ことで、より良い生活空間を提案する
ことができる。機能や構造、材料と加
工法に関する知識及び技法を修得する
ことで、新たなデザイン提案ができ
る。

全て遠隔授業で実施。実習授業である
ため、本来ならば実習棟で制作するは
ずだが、困難であるため各自自宅でス
ケール模型まで制作することとした。3
年生はすでに制作プロセスを経験済み
であるため、問題なく遠隔で進めるこ
とができた。わからないことや質問
は、UNIPAやメールで個別に対応。

特別研究は、視覚・情報デザイン、製
品・空間デザインの各研究領域におい
て院生各自が設定する研究テーマにつ
いて、問題発見・課題設定・資料収
集・調査分析等の一連の研究作業をと
おして、生活造形としてのデザインを
提案する実践力を修得することを目的
としています。デザイン学特別研究Ｃ
では、主に研究テーマの調査・実験・
解析等を一層進展させ、最終成果に至
る仮説の設定・検証や知見の整理・解
釈を行い、研究の発展段階の成果を二
次研究報告書にまとめ、プレゼンテー
ションします。

おおよそ遠隔授業とになってしまった
が問題はなく進められた。

GPA平均5 特にはない

GD20131 デザイン学特別
研究Ｃ

人間の感覚において視覚から入る情報
量は、他の感覚に比べ格段に多い量で
す。現在、視覚デザインは平面・立
体・映像と多岐にわたり、私たちの暮
らしの中に情報を伝える手段として存
在しています。さらに、この世には存
在しない空間表現や、遠隔地との視覚
情報のやり取りも当たり前のことと
なってきています。また、視覚（表
情）によって感情も伝える能力が、人
間を含めた動物には備わっています。
本講義では、様々な視覚デザインの事
例を取り上げ、色・形・構成などの視
覚要素が人間に与える感情を考察し、
新しい視覚表現の提案を目標としま
す。

おおよそ遠隔授業とになってしまった
が問題はなく進められた。

特にはない

少人数の授業はできる限り、対面で実
施できると良い。学生のモチベーショ
ンが上がらないため、学生の特徴に合
わせてSNSなどでこまめに対応する。

全てが遠隔授業となり、当初考えてい
た授業の仕方を大きく変更することと
なった。初めて体験する作業を、各自
自宅で行うことになり、その対応とし
て、説明資料を作成しUNIPAにて配信。
質問に応じて、資料を追加したり、個

別に対応する。

授業評価は厳しいものがあり、遠隔授
業に合わせて授業内容を変更すること
を検討する。

全て遠隔授業で実施。遠隔授業である
ため、資料が多く、学生には少し負担
が大きかったように思う。ZOOMによる
質問対応を行なったが、参加学生はお
らず、遠隔で学生とやりとりすること
の難しさを感じた。

本来あるべき学びに近づけるよう、工
夫が必要。対面やオンライン、遠隔と
さまざまな授業形態を授業内容に応じ
て、変えていく必要がある。資料の作
成や、授業形態の検討を行う。U201008 福祉社会のクリ

エイション

SD20105 造形デザイン基
礎 【開放】

①自己や第三者または集団、社会の
様々な領域のニーズを知っている。②
ニーズに合わせたクリエイション手法
を知っている。③①②を統合しニーズ
に応える「ものづくり」を構成でき
る。 プロダクトデザインを行うために
必要な様々な造形方法を学び、社会の
ニーズに合わせたものづくりができる
人材を育成することが目的です。

福祉社会における現況と問題点につい
て理解している。
ユニバーサルデザイン、インクルーシ
ブデザインなど、福祉社会の構築に必
要な知識を持っている。
健常者とハンディキャップを持つ
人々、全ての人が過ごしやすい都市、
生活空間を創造するのための提案がで
きる。

デザイン学科の学修課程で習得してき
た知識をもとに、学生自身が教員の指
導を受けてテーマを設定し、これを卒
業研究・制作としてまとめます。その
ために、各ゼミにおいて研究テーマを
見出し、先行事例や市場調査などを通
じコンセプトを固めていきます。

全て遠隔授業で実施。ZoomやSNSなどを
使い実施したが、学生のモチベーショ
ンが上がらず、参加率も悪かった。コ
ミュニケーションはとることが困難。
苦戦した。



①共生社会の実現に資するユニバーサ
ルデザイン、SDGs、持続可能社会と
いった概念を理解している
②サイバー空間とフィジカル空間の共
生や人とテクノロジーの共生を目指す
スマートシティやSociety5.0の概念を
理解している
③共生デザインの実践として、スマー
トシティやSociety5.0のアイデアをま
とめるといった机上の演習を経験して
いる

全て、遠隔授業で実施。高城先生の動
画がUNIPAの授業資料にUPされ、　学生
が自宅で視聴する。添付資料としてス
ライドがあるが、そちらだけ確認して
いる学生が多く、動画の視聴率が悪
かったのが残念。

オンラインおよび遠隔授業は複数担当
で実施する場合、主担当者の負担が大
きくなるため、授業改善に尽力できる
よう心がけたい。

全授業、ZOOMを使ったオンライン授業
を実施。授業毎に課題を提出。

オンラインおよび遠隔授業は複数担当
で実施する場合、主担当者の負担が大
きくなるため、授業改善に尽力できる
よう心がけたい。

SD20101 わかりあうス
マートデザインⅠ

SD20110 共生デザイン基
礎 【開放】

①UIやエンターテイメントなど、ユー
ザーが出会う体験をデザインするとき
に起こる事象を定量化する方法を知っ
ている。②定量化するためセンサ及び
人工的なコミュニケーションの方法を
知っている。②定量化するためセンサ
及び人工的なコミュニケーションの方
法を知っている。③①、②を活用した
ユーザーエクスペリエンス（UX)デザイ
ンができる※MicroSoft office, adobe

CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作
ができる。

遠隔授業、オンライン授業にて実施。
実際に対面で会ったことがほとんどな
いなか、授業がスタートしたため、コ
ミュニケーションをとることが難し
く、言葉の壁もあり苦戦した。

少人数の授業であるため、対面で実施
できるとよかった。個々の学生へきめ
細やかな指導ができるよう心がける。GD20111 デザイン学特別

研究Ａ 集中【森　理恵】

領域の実践的デザイン能力の向上を図
るため、研究を実現するために必要と
なるプロセス及び検討手法と実施スキ
ルを獲得することが目標です。

遠隔およびオンライン授業で実施。
ZOOMを使った報告会は、各自しっかり
進めることができ検討することができ
た。様々な経験がある学生にとって
は、遠隔であっても問題なく進めるこ
とができる。

GD20126 デザイン演習Ｃ

個々の学生へきめ細やかな指導ができ
るよう心がける。

基礎的作業の進め方を会得し、研究
テーマに関する刺激と養分を取り入
れ、自らの研究を深める意欲と自恃の
獲得を目標とします。　また、研究の
ゴールへ向けてのプロセスを研究計画
書としてまとめます。

今年度開設された科目であり、全く未
知の科目であった。なおかつ、対面授
業で用意していたところが、コロナ禍
によって、全てオンライン授業となっ
た。毎回のテキストを作成し、それに
沿って学生は演習課題を行ったが、内
容が新鮮であったためか、評価は思っ
ていたより高かった。今回この選択科
目を受講した学生達は意欲的な学生が
多く観られた。教員評価では教養・共
通科目の分野で優秀表彰となった。

①都市における移動手段のポジショニ
ングを理解することができる。
②移動手段の未来の可能性を理解する
ことができる。
③新しい移動手段をプランニングする
ことができる。
共通科目として、市場クリエイション
の領域となる。

U201006 都市と移動手段
のデザイン

GD20136 デザイン学特別
研究Ｃ 集中【森　理恵】

研究テーマに基づくデザイン提案を具
体的成果に導くためのプロセスの理解
とデザイン創出の基盤となる成果を得
ることが目標です。そして、その過程
と成果を二次研究報告書にまとめて充
分に把握します。

遠隔およびオンライン授業にて実施。
SNSを使い対応。言葉の壁は大きく、伝
えることに苦戦した。

少人数の授業であるため、対面で実施
できるとよかった。個々の学生へきめ
細やかな指導ができるよう心がける。

授業評価4.2(4.3、4.2、4.3、4.3、4.2
回収率53.1％
受講生41名　GPA3.4　　 共通科目とし
て、建築学科、スマートデザイン学
科、総合経営学科の学生が合同で受講
を行ったが、オンラインによってその
合同の意味が薄くなってしまった。対
面授業を考えていたので、対面ならば
さらなる良い結果が出るものと考え
る。

デザイン学科の学修課程で習得してき
た知識をもとに、学生自身が教員の指
導を受けてテーマを設定し、これを卒
業研究・制作としてまとめます。その
ために、各ゼミにおいて研究テーマを
見出し、先行事例や市場調査などを通
じコンセプトを固めていきます。

全て遠隔授業で実施。ZoomやSNSなどを
使い実施したが、学生のモチベーショ
ンが上がらず、参加率も悪かった。コ
ミュニケーションはとることが困難。
苦戦した。

少人数の授業はできる限り、対面で実
施できると良い。学生のモチベーショ
ンが上がらないため、学生の特徴に合
わせてSNSなどでこまめに対応する。D201020 卒業研究・制作

Ⅰ

①自己や第三者または集団、社会の
様々な領域のニーズを知っている。②
ニーズに合わせたクリエイション手法
を知っている。③①②を統合しニーズ
に応える「ものづくり」を構成でき
る。 プロダクトデザインを行うために
必要な様々な造形方法を学び、社会の
ニーズに合わせたものづくりができる
人材を育成することが目的です。

全てが遠隔授業となり、当初考えてい
た授業の仕方を大きく変更することと
なった。初めて体験する作業を、各自
自宅で行うことになり、その対応とし
て、説明資料を作成しUNIPAにて配信。
質問に応じて、資料を追加したり、個
別に対応する。3名の教員で課題ごとの
リフレクションを配信。学生個々の取
り組み方にむらがあり、完成度に差が
出てしまった。対面授業で伝えられる
ことが、遠隔では伝えられない。今後
の遠隔授業では、モチベーションを上
げるための工夫が必要である。

授業評価は厳しいものがあり、遠隔授
業に合わせて授業内容を変更すること
を検討する。

SD20105 造形デザイン基
礎 【開放】



オンラインおよび遠隔授業は複数担当
で実施する場合、主担当者の負担が大
きくなるため、授業改善に尽力できる
よう心がけたい。

福祉社会における現況と問題点につい
て理解している。ユニバーサルデザイ
ン、インクルーシブデザインなど、福
祉社会の構築に必要な知識を持ってい
る。
健常者とハンディキャップを持つ
人々、全ての人が過ごしやすい都市、
生活空間を創造するのための提案がで
きる。

基礎的作業の進め方を会得し、研究
テーマに関する刺激と養分を取り入
れ、自らの研究を深める意欲と自恃の
獲得を目標とします。　また、研究の
ゴールへ向けてのプロセスを研究計画
書としてまとめます。

遠隔授業、オンライン授業にて実施。
実際に対面で会ったことがほとんどな
いなか、授業がスタートしたため、コ
ミュニケーションをとることが難し
く、言葉の壁もあり苦戦した。

遠隔授業、オンライン授業にて実施。
実際に対面で会ったことがほとんどな
いなか、授業がスタートしたため、コ
ミュニケーションをとることが難し
く、言葉の壁もあり苦戦した。

SD20101 わかりあうス
マートデザインⅠ

①自己や第三者または集団、社会の
様々な領域のニーズを知っている。
②ニーズに合わせたクリエイション手
法を知っている。
③①②を統合しニーズに応える「もの
づくり」を構成できる。
プロダクトデザインを行うために必要
な様々な造形方法を学び、社会のニー
ズに合わせたものづくりができる人材
を育成することが目的です。

全て、遠隔授業で実施。高城先生の動
画がUNIPAの授業資料にUPされ、　学生
が自宅で視聴する。添付資料としてス
ライドがあるが、そちらだけ確認して
いる学生が多く、動画の視聴率が悪
かったのが残念。

SD20110 共生デザイン基
礎 【開放】

GD20111 デザイン学特別
研究Ａ 集中【森　理恵】

領域の実践的デザイン能力の向上を図
るため、研究を実現するために必要と
なるプロセス及び検討手法と実施スキ
ルを獲得することが目標です。

遠隔およびオンライン授業で実施。
ZOOMを使った報告会は、各自しっかり
進めることができ検討することができ
た。様々な経験がある学生にとって
は、遠隔であっても問題なく進めるこ
とができる。

個々の学生へきめ細やかな指導ができ
るよう心がける。

GD20126 デザイン演習Ｃ

研究テーマに基づくデザイン提案を具
体的成果に導くためのプロセスの理解
とデザイン創出の基盤となる成果を得
ることが目標です。そして、その過程
と成果を二次研究報告書にまとめて充
分に把握します。

遠隔およびオンライン授業にて実施。
SNSを使い対応。言葉の壁は大きく、伝
えることに苦戦した。

少人数の授業であるため、対面で実施
できるとよかった。個々の学生へきめ
細やかな指導ができるよう心がける。GD20136 デザイン学特別

研究Ｃ 集中【森　理恵】

U201008 福祉社会のクリ
エイション

全て遠隔授業で実施。遠隔授業である
ため、資料が多く、学生には少し負担
が大きかったように思う。ZOOMによる
質問対応を行なったが、参加学生はお
らず、遠隔で学生とやりとりすること

の難しさを感じた。

本来あるべき学びに近づけるよう、工
夫が必要。対面やオンライン、遠隔と
さまざまな授業形態を授業内容に応じ
て、変えていく必要がある。資料の作

成や、授業形態の検討を行う。

①UIやエンターテイメントなど、ユー
ザーが出会う体験をデザインするとき
に起こる事象を定量化する方法を知っ
ている。②定量化するためセンサ及び
人工的なコミュニケーションの方法を
知っている。③①、②を活用したユー
ザーエクスペリエンス（UX)デザインが
できる※MicroSoft office, adobe
CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作がで
きる。

全授業、ZOOMを使ったオンライン授業
を実施。授業毎に課題を提出。

オンラインおよび遠隔授業は複数担当
で実施する場合、主担当者の負担が大
きくなるため、授業改善に尽力できる
よう心がけたい。

①都市における移動手段のポジショニ
ングを理解することができる。②移動
手段の未来の可能性を理解することが
できる。③新しい移動手段をプランニ
ングすることができる。共通科目とし
て、市場クリエイションの領域とな
る。

今年度開設された科目であり、全く未
知の科目であった。なおかつ、対面授
業で用意していたところが、コロナ禍
によって、全てオンライン授業となっ
た。毎回のテキストを作成し、それに
沿って学生は演習課題を行ったが、内
容が新鮮であったためか、評価は思っ
ていたより高かった。今回この選択科
目を受講した学生達は意欲的な学生が
多く観られた。教員評価では教養・共
通科目の分野で優秀表彰となった。

授業評価4.2(4.3、4.2、4.3、4.3、4.2
回収率53.1％　　受講生41名　GPA3.4
共通科目として、建築学科、スマート
デザイン学科、総合経営学科の学生が
合同で受講を行ったが、オンラインに
よってその合同の意味が薄くなってし
まった。対面授業を考えていたので、
対面ならばさらなる良い結果が出るも
のと考える。

U201006 都市と移動手段
のデザイン

研究室の中で討論を行い、会話力と考
察力を確立しながら、自分の考えを相
手へ的確に述べられるようになるこ
と。 デザイン学科の学修課程で習得し
てきた知識をもとに、学生自身が教員
の指導を受けてテーマを設定し、これ
を卒業研究・制作としてまとめる。そ
のために、各ゼミにおいて研究テーマ
を見出し、先行事例や市場調査などを
通じコンセプトを固めていく。

対面授業のはずが、コロナ禍によって
オンライン授業となった。個別にZoom
で指導したが、こちらも学生も機器に
不慣れで、思った効果は上がらなかっ
た。森研究室との合同中間検討会だけ
は対面授業としたが、効果は薄かっ
た。しかし、まとめとしての各自の資
料集を提出することが出来たのは幸い
であった。

授業評価4.2(4.3、3.8、4.3、4.3、
4.3)　回収率57.1％　受講生7名
GPA2.9　学生意識を高めるように後期
引き続いて行われる卒業研究・制作Ⅱ
では、三密にならないよう注意しなが
ら毎回対面授業を行っていきたい。7名
のの学生の悩みを話していると一人30
分はかかるので、じっくりと行うしか
無いと考える。留学生に対しては伝達
の間違いを防止するために、中日翻訳
ソフトを積極的に導入し、展開する。

D201020 卒業研究・制作
Ⅰ



①生活の中の事象を定量化する方法を
知っている。②定量化するためセンサ
及び人工的なコミュニケーションの方
法を知っている。③　①、②を活用し
たプロダクションデザインができる。
※MicroSoft office, adobe
CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作がで
きる。身近な暮らしをよりよくするた
めに必要な課題を発見し、また、ス
マートデザインに必要なデザインプロ
セス(調査・分析・提案・開発)を説明
できるようになることが目的である。

毎回、パワーポイントでのテキストを
UNIPAに添付し、毎回のZoom授業では復
習から入り、繰り返し解説を行った
が、それでもついてこれない学生が多
数出た。新入生に対して、教員側もど
う対応すべきか確立できていなかっ
た。学生側も機器の問題など、授業内
容以前の問題点も多く、悔いが残っ
た。

授業評価4.0(4.2、3.7、3.8、4.2、
4.0)　回収率59.5％　受講生31名
GPA1.8  今年度はオンライン授業と
なったこともあり、2019年度より評価
は下がった。やはり、一人一人への指
導が行き渡らなかったためと思われ
る。後期の暮らしのスマートデザイン
Ⅱも同様にオンライン授業となるの
で、対話、質問の時間を設定し、詰め
込み授業とならないようにする。

SD20104 暮らしのスマー
トデザインⅡ

①　スケッチに必要な技法を正しく使
うことができる。②　アイデア立案の
流れを図解して説明することができ
る。③　空間や立体などを紙や平面に
書き表して説明することができる。共
通科目として、共通科目の基礎、キャ
リアに属し、学科を問わず、最終的に
インターンシップなどに結びつける。

今回は2019年度とは異なり、対面授業
を行わず、新たにテキストを作成し、
それに沿ってオンラインによる演習を
行った。オンラインによる準備、経験
不足で、一人一人の指導が出来ず、結
果の判定が精一杯であったことが悔や
まれる。

授業評価3.8(3.9、3.7、3.8、3.8、
3.8)　回収率69.3％ 受講生54名
GPA2.9  結果として2019年度より0.3ポ
イント下がった。学生がQ＆Aによる質
問を挙げにくい体制であった。対面授
業時にはその場で間違いを指摘するこ
とが来たが、今回はそれが出来なかっ
た。来年度はオンライン授業かどうか
定かで無いが、テキストと対面授業の
組み合わせであれば、失格者を減らす
ことが出来ると考える。

U201001 コミュニケー
ション・スケッチ【SD】

ジェネラリストの感覚を身につけるこ
とが達成目標である。単なるスタイリ
ングで終わらせず、提案の根拠、必要
性を積極的に示します。具体的には、
外観だけでなく、市場のことや構造を
研究して統合する。ますます拡大する
であろうスマートモビリティデザイ
ン。AIによる自動運転の研究も盛んで
す。ここでは幅広い視野を持ち、保守
的にならず、しかし、夢物語に終始す
ることのないまとまった提案ができる
ようになることが大切である。自動車
や二輪車を単体の物品として捉えず、
環境社会の中での取り組みとして理解
することが目的である。

受講生は10名であったが、対面授業に
よる実習を予定していたので、急な変
更によってオンライン授業となった。
UNIPAへの文章や写真書き込みを毎回行
い、材料は個別に大学へ取りに来ても
らって自宅で作品を仕上げることと
なったが、作品が成功した学生と苦戦
した学生と二手に分かれた。やはり、
制作途中での指導が出来なかったこと
が悔やまれる。

授業評価4.1(4.0、4.5、4.0、4.0、
4.0)　回収率20％ 受講生7名　GPA2.6
回収率が低いことからも、必ずしも熱
心な学生ばかりでは無かったが、今後
はオンライン授業であっても成果が高
まる工夫をしていきたい。スマートデ
ザイン学科や大学院においても同様な
内容の授業が含まれているので、そち
らで発展的に展開していきたい。D201011 乗り物デザイン

実習

授業評価5.0(5.0、5.0、5.0、5.0、
5.0)　回収率20.0％　受講生5名で回収
は1名のみとなっている。後期のガイダ
ンスに回収の問題点がある。授業は対
面授業ならば問題無いが、再度のオン
ライン授業も想定しておかねばならな
い。留学生に対しては伝達の間違いを
防止するために、中日翻訳ソフトを積
極的に導入し、展開するしか無い。

GD20124 製品デザイン論

受講生5名のうち、4名は中国からの留
学生であった。問題点は、言葉が十分
に通じないところへオンライン授業中
心となったため、こちらの意図が必ず
しも十分に伝わっていなかったと思わ
れる。授業内容のテキストはしっかり
UNIPAに掲載し、3回検討会を行った
が、途中の経過のチェックがなかなか
出来無かったことが悔やまれる。

身近な生活の中にこそ重要なデザイン
テーマがあることを体験的に理解し、
ユーザーの生活に基づく新たなデザイ
ン提案能力の向上が目標である。 学部
では学ばなかったであろう事項を積極
的に取り上げ、より専門知識を高めて
いく。

基礎的作業の進め方を会得し、研究
テーマに関する刺激と養分を取り入
れ、自らの研究を深める意欲と自恃の
獲得を目標とします。　また、研究の
ゴールへ向けてのプロセスを研究計画
書としてまとめる。専攻領域における
研究・産業動向の把握に基づく研究
テーマの設定と研究計画の策定を行
い、その成果を研究計画書にまとめて
充分に理解することが目的である。

受講生は2名であるが、ほとんどをZoom
によるオンライン授業とした。留学生
は順調だったが、直進者の日本人学生
は、同展開していけば良いのかわかっ
ておらず、作業が停滞した。特別演習
では学生間の連携、協力が良い作品と
なる。

2名の受講生とも回答していない。後期
ガイダンスに問題あり。秋学期も引き
続き授業を行うが、ペースを取り戻す
ように、対面授業中心で行うことを考
えている。難易度を上げているので、
学生側に積極性のある研究心を持たせ
たい。留学生に対しては伝達の間違い
を防止するために、中日翻訳ソフトを
積極的に導入し、展開するしか無い。

GD20103 デザイン学特別
演習A



研究テーマに基づくデザイン提案を具
体的成果に導くためのプロセスの理解
とデザイン創出の基盤となる成果を得
ることが目標である。そして、その過
程と成果を二次研究報告書にまとめて
充分に把握する。研究テーマを具体的
成果へと導くための調査・実験を通じ
て、デザイン提案に必要となる仮説設
定を行う。その仮説に基づくデザイン
モデルに対して調査・分析・評価を実
施して、デザイン創出の基盤となる成
果を得ることを目的とする

一対一の授業であるが、学生側はコロ
ナ禍の中、なかなか就職活動が思うよ
うに行かず、また、本国の家庭のこと
が気になり、1年次の時と違って、集中
力が保たれていなかった。また、N2は
持っているものの日本語の単語がわか
らず、現在も苦戦している。そのた
め、この授業を理解するのに大きく影
響が出ている。

1名の受講生だが回答していない。後期
ガイダンスに問題あり。いよいよ秋学
期はまとめ上げなければならないの
で、ペースを取り戻すように、対面授
業中心で行うことを考えている。伝達
の間違いを防止するために、中日翻訳
ソフトを積極的に導入し、展開するし
か無い。

GD20128 デザイン学特別
演習C

昨年は工芸の７つほどの分野の実物を
見せ、その技法を紹介説明するととも
に、木の角材から「チリトマトスープ
のためのスプーン」を作らせた。エク
ステンションとして、二つ目のスプー
ンや箸の材料の用意し、授業評価も良
かったが、今季はコロナ禍で実施内容
を大きく変更した。工芸の各分野は、
キーワードを与えて各自が調査しレ
ポート提出７回。市販の安い木製食器
を各自がリメイクすることとし、作例
を「制作マニュアル」としてうつわ４
作、箸２作、スプーン５作、それにエ
クステンションでコップなどの制作過
程を配信した。レポートの提出状況は
まずまずだったが、自宅での制作は進
んでいなさそうだったので、６月２週
目以降は任意での実習棟使用を人数制
限付きで実施した。学生の状況を把握
し、臨機応変に対応したことも良かっ
たと思うが、膨大な「制作マニュア
ル」が授業実施の熱意と「工芸」の楽
しさを伝えたのではないかと思う。

日常的に使える食器を各自がデザイン
して制作する。芸術性を兼ね備えた実
用品を工芸というが、その材料や技法
は様々なものが存在する。本授業では
できる限りその作品を材料技法ととも
に紹介していくが、その中でも木工に
よる食器の制作を通して工芸の真意を
学習する。

授業評価4.8（4.8、4.8、4.7、4.8、
4.8）　回収率50.0％ 履修者２０名、F
３名。時間割でこの時間は裏番組がな
く、単位が足らずに仕方なく履修した
ものがリタイヤした。また他の履修者
の取り組み姿勢が見えないとついてこ
れなくなる、近くの低い学生にはリ
モート授業は限界が低い。任意の実習
棟使用が始まり、やっと制作がスター
トした状況だったが、感染回避のため
２人と中国から戻れなかった１人は、
自宅で制作を成し遂げた。履修者全員
の作品完成、単位修得んためには、私
の「制作マニュアル」だけでなく、履
修者相互にレポートや制作進行状況が
閲覧できるようにすれば良かったと思
う。とはいうものの、私が担当した２
期とも好評だったこの授業も今年で閉
講。

D201010 工芸

本人にとって４年間の集大成として満
足でき、本学デザイン学科の卒業制作
としてふさわしいテーマの選択と、そ
の制作のための技法・材料研究を行う
ことが目標です。４年間の集大成とし
てふさわしく且つ個々の学生にあった
テーマの設定と、それをかたちにする
ための技法材料の選択および修得をし
ます。

久しぶりの多人数でしかも優秀な人材
が揃ったので、楽しみにしていたが、
コロナ禍で対面でのスタートができず
残念かつ学生に申し訳なく思う。しか
しなれないラインを通して毎週の
チェック、長文の助言でなんとか盛り
上げようと努力はした。６月以降対面
にはなったが、理想の親密さには程遠
かった。遠隔のみの頃進めていたエス
キースをじかに見てその小ささに愕然
とした。制作を通して人格育成を望ん
でいるのだが、心が通じ合うことが困
難な現状では限界を感じる。

授業評価4.6（5.0、4.0、4.5、5.0、
4.5）　回収率40.0％　履修者５名で、
２人しか回答していないので、評価は
あてにならないが、前期の達成目標に
届いていなかった学生がいたことは確
かだ。また中間発表での教員からの助
言を理解できない学生もいた。遠隔で
の指導と対面での対話のギャップを感
じた。特に精神的発達途中の学生には
この状況下での成長は困難なものに思
える。この状況が続くのであれば、覚
学生の精神年齢を把握して、各々に
あった助言を変える必要を強く感じ
る。

D201024 卒業研究・制作
Ⅰ 【岩田　政巳】

振替科目設定ミスのため、急遽特別開
講した授業。再履修者６名で、最初の
課題から２名しか反し応なかった。グ
ループ制作がテーマだがこの状況では
無理なので個人、しかも規模を縮小す
るしかなかった。再履修者は再履修す
る要因を持っており、遠隔での実施は
限界がある。それでも二人はよく頑
張ったと思う。

授業評価5.0（5.0、5.0、5.0、5.0、
5.0）　回収率16.7％ 履修者６名、単
位習得者２名、回答者１名。再履修者
のために特別開講した授業だが、初め
から対応しない学生にどう対応すれば
いいのだろう。直接電話をしたり、保
護者と相談をするなどの対応が大学の
授業として必要なのだろうか。　単位
修得した２名のための授業だったと納
得している。

基本的デザインプロセスが理解できる
ようにします。協調性とコミュニケー
ション能力を高め、デザインのプロセ
スを習得することが目的です。

D201029 デザインプロセ
スⅠ



本来であれば他の履修生の授業計画や
課題設定、導入を見聞きすることで自
分の思考以外の視野を広げ様々な見方
での授業のあり方を考えるのだが、今
季は履修者が一人なので、私の課題導
入を受けて批判、改善を中心にしよう
と考えていたのだが、頃中のため遠隔
での実施となり、レポートのやりとり
が中心となった。優秀な学生なので、
調査や研究はどんどん進み、有意義な
授業をし締めることができたと思う。

学習指導要領の趣旨・要点の理解のも
と、美術授業の年間指導計画の作成が
できる。理想とする美術教師像を示す
ことができる。教師の資格を取得する
ための基礎知識を学び、美術科教育に
ついて理解を深めることを目的としま
す。理想の美術教師像を考え、それに
必要な力を蓄えることも目的のひとつ
です。

教職だから回答しなくてもいいと思っ
たのか、一人だから回答しづらかった
のか。教育法ⅠⅡⅢⅣの各シラバスに
記載されている内容は踏襲するが、１
人なので、この学生に必要な部分に特
化させた授業展開を考えている。

Q201005 美術科教育法Ⅰ
【教職】【旧カリ】D

授業評価4.5（5.0、4.5、4.5、4.0、
4.5）　回収率22.2％ 履修者９名、回
答者２名。教職だから回答しなくても
いいと考えているのだろうか。履修者
の話では、３年次の教育法ⅠとⅡで課
題実施の趣味レーションを何回か実施
したことがいい経験になったと言って
いる。このⅢでも実施し、より上手に
なってもらおうと考えていたのだが、
学生らは上手くなることを必要として
いないようだ。つまり彼らの認識をあ
げないと実施しても上達は望めないの
ではないかと思う。

本来であれば教育実習へ行き始める時
期であったが軒並み延期となり、か
つ、人前での授業実施などもできな
かった。中高、美術、生徒指導、など
に対する認識を確認するようレポート
を課し、教育実習への心構えを促し
た。６月以降に対面授業実施を問うた
が、履修者全員がそれまで通りの遠隔
を希望したので、遠隔授業のままで実
施した。

模擬授業を通して指導技術の向上を図
り、教壇に立って授業指示がしっかり
できる。教育実習を通して生徒の実態
把握（生徒観察）ができるようになる
ことが目標です。教師の資格を取得す
るために、教員養成の課題の習得と理
想の美術教師像の確立に努め、模擬授
業を通して教育実習と教員採用試験に
備えます。

Q201009 美術科教育法Ⅲ
【教職】【旧カリ】D

クラス数は80名。語学の授業としては
多い。目的は、高等学校の多様化に伴
い、英語の基礎的な内容である。多様
化は、反面、能力差が大きくなってし
まう。そのため、簡単すぎるという声
がある一方、分からない部分が多いと
解答する学生が多く、教育目標の設定
が非常に困難である。前者の意見を

持った学生達は、失望、もう一方の学
生達にとっては、「英語嫌い」を増長
している感がある。能力別クラスの展
開が望ましいが、入試の関係上、クラ
ス分けする時間が無い。また、評価上
の問題がネックとなると考えられる。
選択必修となっているため、英語コ

ミュニケーションB/Cを選択することが
できるが、設定上Bは極端に学生の負荷
が大きくなり、Cにおいては、自主性の
問題で、授業としては内容を変更した

方が良いと考える

今年度に限っては、新型コロナウィル
スの影響によって、オンデマンド方式
の授業展開となった。学修は、特に、
自主性が要求される。学修したか否か
を問うけい式で学生の状況を確認した
が、全く反応しない学生も多く観察さ
れた。何度も、メールで問い合わせ、

確認をおこなった。

①英語基礎力を確認することができ
る。
②英語4技能の充実を図ることができ
る。
③異文化、時事問題等幅広い内容に触
れることができる。

英語コミュニケーションA
S2

文章読解を通し、自己の考えをまとめ
る課題などを課すが、インターネット
などで調べた事柄を、コピーペースト
して提出する学生が多い。内容の吟味
もしていないように思われる。現代の
若者が使うような表現ではなく、十数
年かけなくては出せない内容を平気で
提出する。文献を読み、引用すること
は学部生としては致し方ないと思う
が、課題をチェックするたびにわびし
さを持つ。今後の課題として、文章を
読むことを目標としたい。

参考文献として、URLは認めてゆこうと
思う。課題の対象の文献は必ず手に
とって読むことをしたい。ライトノベ
ルなどは手にする学生は多いが、文学
作品はまれである。できるだけ、文学
作品を読む授業としたい。

文学全般に対し、関心を持ち、理解す
ることができる。それぞれの作品の中
で著者の考え、当時の文化的な背景を
理解することができる。

文学



新型コロナウィルスの関係上、オンデ
マンド方式の授業展開であった。配付
資料をよく読み、解説によく目を通
し、フィードバックして欲しい。長い
解説を読み込むことが苦手な学生も多
く、同時に、文章の要約、レポートの
構成などについては、初めから苦手意
識を持っている学生が見られた。高等
学校で、すでにパワーポイントなどを
習得した学生がいる反面、PCに触れた
ことがないが気宇せいもいたようであ
る。しかし、ハード面の問題ではな
く、ソフトを重要視する授業の中で、
読んで、理解し、自分の言葉でまとめ
ることが、現在の学生に求められる力
である。過去においても、この授業は
人気の無い科目であった。基本的で有
り、非常に重要な内容の授業であるた
め、積極的な参加が望まれる。

事細かなフィードバックが重要であ
る。

①効果的にノートを取り，授業で学ん
だ知識を後から自分で再現できるよう
になる。②レポートやプレゼンテー
ション用のレジュメやスライドの構成
を自ら考え，形式にのっとってそれら
を作成することができる。③図書館や
インターネットを利用して課題に関連
する情報を収集し，整理することがで
きる。

スタディースキル　A1

目標はTOEICの対策講座である。過去問
題を集約したテキストを使用。今年度
は、新コロナウィルスの関係上、オン
デマンドによる授業であった。テキス
トは、検定対策用としてはよくできて
いる。それだけに、授業のテキストと
しては不向きのようにも思われた。旧
カリキュラムでは、基礎、読解、会話
というストリーが構築されていた。副
読本として、自主課題として使用した
い。語彙力、読解力等を養うために、
ストリーせいのある長文読解を含む授
業にしたい。

TOEICという明確な目標があるのは、受
講者にとっては良いと考える。600点を
目指すには、基本項目を学修すべき学
生もいるので、2年生対象の授業として
は、上級と中級の能力別クラスを構成
したい。

①英語力（語彙力、文法力、聴解力、
読解力）を身につけることができる。
②情報処理能力（英語を英語のまま素
早く理解する力）を身につけることが
できる。
③試験対策力（時間配分や解答アプ
ローチなど）を身につけることができ
る。英語コミュニケーションC

S

クラス数は80名。語学の授業としては
多い。目的は、高等学校の多様化に伴
い、英語の基礎的な内容である。多様
化は、反面、能力差が大きくなってし
まう。そのため、簡単すぎるという声
がある一方、分からない部分が多いと
解答する学生が多く、教育目標の設定
が非常に困難である。前者の意見を
持った学生達は、失望、もう一方の学
生達にとっては、「英語嫌い」を増長
している感がある。能力別クラスの展
開が望ましいが、入試の関係上、クラ
ス分けする時間が無い。また、評価上
の問題がネックとなると考えられる。
選択必修となっているため、英語コ
ミュニケーションB/Cを選択することが
できるが、設定上Bは極端に学生の負荷
が大きくなり、Cにおいては、自主性の
問題で、授業としては内容を変更した
方が良いと考える

①英語基礎力を確認することができ
る。
②英語4技能の充実を図ることができ
る。
③異文化、時事問題等幅広い内容に触
れることができる。

今年度に限っては、新型コロナウィル
スの影響によって、オンデマンド方式
の授業展開となった。学修は、特に、
自主性が要求される。学修したか否か
を問うけい式で学生の状況を確認した
が、全く反応しない学生も多く観察さ
れた。何度も、メールで問い合わせ、
確認をおこなった。

スタディースキル　A2



SD20102 作るスマートデザインⅠ

①UIやエンターテイメントなど、ユー
ザーが出会う体験をデザインするとき
に起こる事象を定量化する方法を知っ
ている。②定量化するためセンサ及び
人工的なコミュニケーションの方法を
知っている。③①、②を活用したユー
ザーエクスペリエンス（UX)デザインが
できる※MicroSoft office, adobe
CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作がで
きる。

複数教員の担当科目。新型コロナウィ
ルスへの対応により急遽Zoomにて実施
されたものの主担当教員の力量もあ
り、授業自体の質はオンラインである
ことを活かして確保されていた。学修
が進まないかつ助けを求めない学生の
フォローに苦慮した、今後の課題であ
る。

質問相談をしやすい環境の提供と、活
動のない学生へのフォロー方法を検討
する。

SD20101 わかりあうス
マートデザインⅠ

①生活の中の事象を定量化する方法を
知っている。②定量化するためセンサ
及び人工的なコミュニケーションの方
法を知っている。③　①、②を活用し
たプロダクションデザインができる。
※MicroSoft office, adobe
CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作がで
きる。

複数教員の担当科目。新型コロナウィ
ルスへの対応により急遽Zoomにて実施
された。シラバスに沿った担当部分で
あるペルソナ作成実習においては作成
方法の紹介が主体となったため、後期
科目でのフォローが必要となった。

スマートフォンでの制作環境が導入さ
れたため、今後は自宅での作成課題が
可能となった。

SD20104 暮らしのスマー
トデザインⅠ

①工業製品をデザインするときに起こ
る事象を定量化する方法を知ってい
る。②定量化するためセンサ及び人工
的なコミュニケーションの方法を知っ
ている。③①、②を活用したプロダク
ションデザインができる。※Microsoft
Office, Adobe
CC,SORAUAThinkeye,Orangeの操作がで
きる。

複数教員の担当科目。新型コロナウィ
ルスへの対応により急遽Zoomにて実施
されたものの主担当教員の力量もあ
り、授業自体の質はオンラインである
ことを活かして確保されていた。当初
はスマートフォンを使った演習課題の
質問において、リモートでの対応に手
間取ったものの授業の後半になるにつ
いて対応できるようになった。学修が
進まないかつ助けを求めない学生の
フォローに苦慮した、今後の課題であ
る。

質問相談をしやすい環境の提供と、活
動のない学生へのフォロー方法を検討
する。

クラス数は80名。語学の授業としては
多い。目的は、高等学校の多様化に伴
い、英語の基礎的な内容である。多様
化は、反面、能力差が大きくなってし
まう。そのため、簡単すぎるという声
がある一方、分からない部分が多いと
解答する学生が多く、教育目標の設定
が非常に困難である。前者の意見を
持った学生達は、失望、もう一方の学
生達にとっては、「英語嫌い」を増長
している感がある。能力別クラスの展
開が望ましいが、入試の関係上、クラ
ス分けする時間が無い。また、評価上
の問題がネックとなると考えられる。
選択必修となっているため、英語コ
ミュニケーションB/Cを選択することが
できるが、設定上Bは極端に学生の負荷
が大きくなり、Cにおいては、自主性の
問題で、授業としては内容を変更した
方が良いと考える

①英語基礎力を確認することができ
る。
②英語4技能の充実を図ることができ
る。
③異文化、時事問題等幅広い内容に触
れることができる。

今年度に限っては、新型コロナウィル
スの影響によって、オンデマンド方式
の授業展開となった。学修は、特に、
自主性が要求される。学修したか否か
を問うけい式で学生の状況を確認した
が、全く反応しない学生も多く観察さ
れた。何度も、メールで問い合わせ、
確認をおこなった。

英語コミュニケーションA
A2

①英語基礎力を確認することができ
る。
②英語4技能の充実を図ることができ
る。
③異文化、時事問題等幅広い内容に触
れることができる。

クラス数は80名。語学の授業としては
多い。目的は、高等学校の多様化に伴
い、英語の基礎的な内容である。多様
化は、反面、能力差が大きくなってし
まう。そのため、簡単すぎるという声
がある一方、分からない部分が多いと
解答する学生が多く、教育目標の設定
が非常に困難である。前者の意見を
持った学生達は、失望、もう一方の学
生達にとっては、「英語嫌い」を増長
している感がある。能力別クラスの展
開が望ましいが、入試の関係上、クラ
ス分けする時間が無い。また、評価上
の問題がネックとなると考えられる。
選択必修となっているため、英語コ
ミュニケーションB/Cを選択することが
できるが、設定上Bは極端に学生の負荷
が大きくなり、Cにおいては、自主性の
問題で、授業としては内容を変更した
方が良いと考える

今年度に限っては、新型コロナウィル
スの影響によって、オンデマンド方式
の授業展開となった。学修は、特に、
自主性が要求される。学修したか否か
を問うけい式で学生の状況を確認した
が、全く反応しない学生も多く観察さ
れた。何度も、メールで問い合わせ、
確認をおこなった。

英語コミュニケーションA
SD2



メディアやコンテンツが社会の変化に
対応してどのように変化するか考察し
述べることができる。メディアやコン
テンツが技術の進展に対応してどのよ
うに変化するか考察し述べることがで
きる。

新型コロナウィルスへの対応によりオ
ンデマンド方式で実施した。当初は学
生間の題材の認識や議論、意見交換な
どを教室内で行う予定であったが、オ
ンデマンド方式としたため、各自の意
見を共有する方法とした。文章での共
有は、口頭での柔軟かつ多様な意見よ
りも、吟味された意見となった、内容
は吟味、深化されるものの、話題のふ
くらみに乏しく感じた。

口頭での意見交換の機会を増やすこと
で対応する。

D201019 情報社会論

学生と対応する段階で、対応できるソ
フトウェアやスキルなど、こちらが想
定する以上の演習ができることもあっ
た。増す学生の状態を早期に把握し
て、効果的に授業を進めていきたい。
プレゼンテーションソフトのパワーポ
イントは、アイデア生成、コンテンツ
作成など使い勝手が良いソフトであ
り、学生が高校で学んでいる場合も多
い。このソフトやフリーソフトなど、
様々な方法を使っていきたい。Zoomな
ど会議システムは、対面授業以上の教
育効果をあげることもでき、できれば
積極的に使っていきたい。

この授業は1年が入学後最初に行う授業
で、徐々に意思疎通ができる状態にす
ることを目的としているが、コロナ禍
で遠隔授業になり、学生の通信状況に
よって対応に差が生じてしまった。当
初考えていたコンピューターを使った
デザイン作業もほぼできなかった。し
かし学生のPC使用状況を確認しながら
進めることで、何とか課題提出まで持
ち込むことができた。

①メディアや情報コンテンツをデザイ
ンするときに起こる事象を定量化する
方法を知っている。②定量化するため
センサ及び人工的なコミュニケーショ
ンの方法を知っている。③①、②を活
用したメディアや情報コンテンツのデ
ザインができる。※MicroSoft office,
adobe CC,SORAThinkeyeの操作ができ

る。
SD20103表すスマートデザ
インⅠ

新型コロナウィルスへの対応によりオ
ンデマンド方式で実施した。当初は大
学の設備を念頭にしていたため、急遽
学生各自の自宅にある環境で出来る手
段での学修内容となった。学生ごとに
環境がことなるため題材の幅も増やし
たところ、多岐にわたる題材への
フィードバック対応に困窮することと
なった。

①コンピュータによる画像編集、映像
音響編集について複数のソフトウェア
を操作できる。②複数のソフトウェア
を操作し、課題の制作に取り組むこと
ができる。③リッチメディアの可能性
について理解し、コンテンツ制作に取
り組むことができる。

ある程度学生が共通してできることが
見えてきたため、手段や題材を絞り、
円滑なフィードバックができるように
する。

L201037 デジタルデザイ
ン表現【S】

新型コロナウィルスへの対応によりオ
ンデマンド方式で実施した。当初は大
学の設備を念頭にしていたため、急遽
学生各自の自宅にある環境で出来る手
段での学修内容となった。学生ごとに
環境がことなるため題材の幅も増やし
たところ、多岐にわたる題材への
フィードバック対応に困窮することと
なった。

①コンピュータによる画像編集、映像
音響編集について複数のソフトウェア
を操作できる。②複数のソフトウェア
を操作し、課題の制作に取り組むこと
ができる。③リッチメディアの可能性
について理解し、コンテンツ制作に取
り組むことができる。

ある程度学生が共通してできることが
見えてきたため、手段や題材を絞り、
円滑なフィードバックができるように
する。

L201036 デジタルデザイ
ン表現【SD】

①メディアや情報コンテンツをデザイ
ンするときに起こる事象を定量化する
方法を知っている。②定量化するため
センサ及び人工的なコミュニケーショ
ンの方法を知っている。③①、②を活
用したメディアや情報コンテンツのデ
ザインができる。※MicroSoft office,
adobe CC,SORAThinkeyeの操作ができ
る。

複数教員の担当科目。新型コロナウィ
ルスへの対応により急遽Zoomにて実施
された。スポット的な担当であること
から状況を把握しながら学修内容への
アドバイスが求められた。

質問相談をしやすい環境の提供と、活
動のない学生へのフォロー方法を検討
する。

SD20103 表すスマートデ
ザインⅠ

①コンピュータによる画像編集、映像
音響編集について複数のソフトウェア
を操作できる。②複数のソフトウェア
を操作し、課題の制作に取り組むこと
ができる。③リッチメディアの可能性
について理解し、コンテンツ制作に取
り組むことができる。

新型コロナウィルスへの対応によりオ
ンデマンド方式で実施した。当初は大
学の設備を念頭にしていたため、急遽
学生各自の自宅にある環境で出来る手
段での学修内容となった。学生ごとに
環境がことなるため題材の幅も増やし
たところ、多岐にわたる題材への
フィードバック対応に困窮することと
なった。

ある程度学生が共通してできることが
見えてきたため、手段や題材を絞り、
円滑なフィードバックができるように
する。

L201035 デジタルデザイ
ン表現【A】



D201012 情報設計論

D201021 卒業研究・制作Ⅰ 【宇井　朗浩】

基礎的作業の進め方を会得し、研究
テーマに関する刺激と養分を取り入
れ、自らの研究を深める意欲と自恃の
獲得を目標とします。　また、研究の
ゴールへ向けてのプロセスを研究計画
書としてまとめます。

履修者2名。1名はコマ撮りアニメー
ションを研究。なかなか進行しなかっ
た。もう一人はスナップ、風景と合成
写真を研究。こちらは精力的に研究を
行いほぼ写真集1冊分の撮影を終えるこ
とができた。写真表現についてかなり
深いところまで議論できたと思う。

GD20104 デザイン学特別
研究Ｃ 集中【宇井　朗
浩】

スケジュール管理の方法を再検討した
い。

今年から開始する授業であった。遠隔
授業になり、学生の学修状況を把握す
るのが難しかった。特に毎回の課題の
連絡で誤解が生まれることが何度か
あって、遠隔授業の難しさを痛感し
た。授業担当は3名で、担当者による授
業方法の違いで提出された課題に違い
があったが、学ぶ表現分野を担当者の
扱う分野で構造付け、最終的なコンテ
ンツに向けてストーリーを作るように
した。「プレゼンテーション演習」の
目的として、単なる知識、スキルの理
解、修得でなく、実践を行いたかった
が、遠隔で思うようにできなかったの
が残念である。

①映像及びデザインオーサリングソフ
トさらにデスクトップファブリケー
ション機器の基本的な使い方を知って
いる。②①を使い表現するテーマに向
けて言葉、描画、造形のオーサリング
計画をたてることができる。③①②に
より課題のアピールポイントを効果的
に第三者にいつ何をどのように伝える
かを構成できる。※adobe CCの操作が
できる。

SD20107 プレゼンテー
ション演習

この授業で学ぶ表現方法は多岐にわた
るが、履修者の過密を防ぐようにいく
つかのグループに分けて効率的に学べ
るようにしたい。プレゼンテーション
は、なるべく対面に近い形で、参加者
がパフォーマンスを体現できる形の授
業を行いたい。

・ビデオ撮影、またはアニメーション
において、自分が必要とする技術を修
得し、作品制作ができるようになる。
・タイムライン作品を構想し、完成さ
せる。
・完成した作品を発表できるようにす
る。

この授業は映像制作を学ぶので、専門
のソフトウェアや機材を使うことが前
提となるが、遠隔授業でこの部分を大
幅に削減し、アイデア立案に中心を移
した授業を行った。同時に開講してい
る「情報設計論」とも連携して、各自
アイデア立案をしっかりできるように
した。実はこれは映像ディレクターに
は必須の能力でもある。

D201001 アニメ・映像デ
ザイン実習

この授業はデザイン学科科目であり、
本年度をもって閉講である。本年体験
したアイデア立案主体の授業は、新学
科の科目でも生かしていけると考えて
いる。

この授業では主にタイムラインコンテ
ンツにおけるストーリーの分析と作成
方法の修得を行っているが、そのすべ
ての講義と課題作成をZoomミーティン
グを使った遠隔授業で行った。参加者
は30名でこの授業としては大人数で
あったが、提出作品は確認することが
できた。ただし立案するコンテンツに
ついては、時間内で評価できるよう作
人に比べて規模を縮小した。一部大規
模な作品を立案した学生もいた。

ディジタルコンテンツにおける情報伝
達技法について理解し、価値あるテー
マを設定することのできる企画構成力
を身につける。またその企画をプレゼ
ンテーションできる技術を身につけ
る。

この授業は本年度をもって閉講する
が、ストーリーの手法は新学科でも必
要とされるので、この授業で得られた
成果をそこに生かしていきたいと思
う。

今年度の卒業研究履修者はたいへん仲
が良く、良好なコミュニケーションを
とることができた。一部単位履修状況
の良くない学生もいるが、まじめに研
究に取り組んでいたと思う。逆に成績
優秀の学生が伸び悩んだ場面もあっ
た。13人という、デザイン学科卒業研
究としては多い人数で、優秀者に目が
届かなかった部分もあったかも知れな
いと反省している。

ゼミの中で討論を行い、自分の考えを
相手に述べられるようになること。ま
た、そのことで自分自身のコミュニ
ケーション能力と考察力を確立できる
こと。研究の過程を積み重ねの記録と
して資料集にまとめることが達成目標
である。

今後この研究室希望者は増加の傾向に
あると考えられるので、学生管理の方
法を精査していきたい。

すべてZoomミーティングによる遠隔授
業で行った。履修者は1名を除き中国か
らの留学生であったがコミュニケー
ションは良好に取ることができた。ア
メリカ大統領選挙が近づいてきていた
ので、政治問題を扱う人がいた。昨年
はプロダクトや情報技術を扱う人が多
かったのと対照的であった。

１．現代のデザイン時事の背景やポイ
ントとなる問題点を理解すること。
２．自分の意見を交えながらプレゼン
テーションできること。３．プレゼン
テーションを通じて、デザインアイデ
アを考える手がかりやプロセスを発見
すること。

GD20137 デザイン時事

来年度は担当者が変更になるので、私
は今年度で終了。この授業のおかげで
留学生の政治への関心の高さを知るこ
とができた。



大学院2年生の必修科目である本授業
は、人間の感性、ならびに造形を巡っ
て、これまでどのような問いと考察が
重ねられてきたのか、西洋と東洋の表
象世界におけるさまざまな事例を通し
て、古今東西で描かれた世界がいかな
るものか、また、それらを造形の担い
手である芸術家や職人たちが、どのよ
うに捉えて造形行為にいたったのかを
考える内容とし、毎回、遠隔授業とし
て、パワーポイントで作成したスライ
ド集を配信し、課題に取り組み、疑問
点等はUNIPAのQ&Aにて対応する方法を
とり、常に、理解の定着を図るように
した。毎回の課題では、授業内容のま
とめや発展的な学習となる内容を心が
け、自らの専門領域に引き寄せて考察
できるように工夫した。これらによ
り、目標に対する相応の教育効果が
あったと考えられる。

受講生自身が自然や文化の感性的な側
面について自立的に考察できるように

なることを目標とする。

G201002造形特論

授業評価5.0（5.0,5.0,5.0,5.0,5.0）
回収率70.0％　科目GPA（F以外）　履
修者数10名
少人数の授業のため、常に授業内で履
修者の反応を見ながら、理解の定着を
図るようにしたため、評価は良好であ
り、学生による授業評価アンケートの
高評価授業として表彰された。次年度
以降も、遠隔授業、対面授業いずれに
しても、基本的には今年度の授業方法
の方針を継続していきたい。

大学院1年生の選択科目である本授業の
内容・方法は、主に人と人との関係に
係る社会造形として成立してきた日本
の伝統的なコトを対象に、それら社会
造形の作法、礼儀、しきたり、行事、
担い手等への関心を惹起し、意味や意
義を再発見すべき造形の発見・発掘か
ら、それらが生まれた社会背景や生産
技術、時代評価等のサーベイを通し
て、社会造形に対する自らの造形評価
をプレゼンテーション等によって伝
達・交換・発展できる資質を修得する
ものである。毎回、遠隔授業として、
パワーポイントで作成したスライド集
を配信し、課題に取り組み、疑問点等
はUNIPAのQ&Aにて対応する方法をと
り、常に、理解の定着を図るようにし
た。毎回の課題では、授業内容のまと
めや発展的な学習となる内容を心が
け、自らの専門領域に引き寄せて考察
できるように工夫した。これらによ
り、目標に対する相応の教育効果が
あったと考えられる。

日本の現代的な造形行為への関心と理
解を深め、受講生が現代社会の新しい
ニーズに応える造形行為に関して自立
的に考察できることを目指す。

授業評価4.8（4.6,4.6,4.8,4.8,5.0）
回収率45.5％　科目GPA（F以外）
少人数の授業のため、常に授業内で履
修者の反応を見ながら、理解の定着を
図るようにしたため、評価はおおむね
良好であった。次年度以降も、遠隔授
業、対面授業いずれにしても、基本的
には今年度の授業方法の方針を継続し
ていきたい。

G201001日本の造形A

研究テーマに基づくデザイン提案を具
体的成果に導くためのプロセスの理解
とデザイン創出の基盤となる成果を得
ることが目標です。そして、その過程
と成果を二次研究報告書にまとめて充
分に把握します。

履修者は1名でキャラクター研究。研究
の中身を決定するのに時間をかけて指
導した。そのぶん新規キャラクターは
できなかった。

GD20129 デザイン学特別
研究Ｃ 集中【宇井　朗
浩】

言葉の問題もあるので、研究内容の決
定は十分時間をかけて行っていきた
い。



履修者登録がなく開講されなかった。

履修者登録がなく開講されなかった。

GD20109デザイン学特別研
究A

GD20134デザイン学特別研
究C

本授業の内容は、芸術作品や製品を取
り巻くさまざまな存在（制作者、生産
者、注文主、鑑賞者、消費者、批評家
など）に着目しながら、受講生自らの
感性的な考察につながるような、美術
に関わる興味深いテーマについて講義
するものである。美術作品の豊富な画
像を用意し、作品鑑賞の時間を取りな
がら、パワーポイントで作成したスラ
イドで詳しく解説を行い、課題で授業
内容のまとめと、考えたことや感じた
ことを記入させた。毎回、遠隔授業と
して、パワーポイントで作成したスラ
イド集を配信し、課題に取り組み、疑
問点等はUNIPAのQ&Aにて対応する方法
をとり、常に、理解の定着を図るよう
にした。これらにより、目標に対する
相応の教育効果があったと考えられ
る。

授業評価4.6（4.8,4.5,4.6,4.4,4.7）
回収率31.7％　科目GPA2.9（F以外）
アンケートでは否定的な意見（①②レ
ベルの回答）は皆無であり、良好な評
価を得ている。旧カリキュラムのため
今年度が最後の授業となったが、履修
者（評価S)の声として、今期の中で有
益な授業のひとつだったとの意見が
あったことも申し添えたい。

受講生自身が自然や文化の感性的な側
面について自立的に考察できるように
なることを目標とする。

D201015美学芸術論

デザイン学科の学修課程で習得してき
た知識をもとに、学生自身が教員の指
導を受けてテーマを設定し、これを卒
業研究・制作としてまとめるために、
受講生自らが、研究テーマを見出し、
先行研究や文献調査、作品調査等を通
じ、論文を執筆するよう指導した。基
本的に個別指導になるため、受講生の
学習状況に応じて指導した。

研究室の中で討論を行い、会話力と考
察力を確立しながら、自分の考えを相
手へ的確に述べられるようになること
を目指す。

D201025卒業研究・制作Ⅰ

授業評価（）　回収率0.0％　科目
GPA1.0（F以外）履修者1名
履修者が1名のため、個人の学習環境や
修得度に応じて、対応した。次年度
も、この方針を継続したい。

大学院1年の選択科目である本授業の内
容は、美と感性と藝術を論ずる哲学と
して18世紀中葉に誕生した
「aesthetica美学／感性学」の成立背
景とその後の展開を概観し、さらに、
かつて三位一体化されていた藝術と美
と感性が必ずしも同義語でない状況で
ある現代において、「美的なるもの」
「感性的なるもの」とは何かを考える
ものである。毎回、遠隔授業として、
パワーポイントで作成したスライド集
を配信し、課題に取り組み、疑問点等
はUNIPAのQ&Aにて対応する方法をと
り、常に、理解の定着を図るようにし
た。毎回の課題では、授業内容のまと
めや発展的な学習となる内容を心が
け、自らの専門領域に引き寄せて考察
できるように工夫した。これらをもと
に、感性的なはたらきが造形行為と密
接に結びついていることを確認した。
少人数のため、じっくりと双方向に意
見を交わしながら、授業を進めること
ができた。

「美的なるもの」や感性に関する基本
事項を理解した上で、それらを巡る現
実の状況に対する批判的視点を養う。

授業評価4.4（4.0,4.0,4.0,5.0,5.0）
回収率25.0％　科目GPA（F以外）　履
修者4名
少人数の授業のため、常に授業内で履
修者の反応を見ながら、理解の定着を
図るようにしたため、評価はおおむね
良好であった。次年度以降も、遠隔授
業、対面授業いずれにしても、基本的
には今年度の授業方法の方針を継続し
ていきたい。

GD20112感性学



履修者登録がなく開講されなかった。

スマートデザインという名前に相応し
い共生デザインのイメージに則した
テーマである人工知能と持続可能な共
生社会を取り上げ、わかりやすい授業
の形に仕上げた。前半に人工知能の具
体的な内容として、機械学習やディー
プラーニング、対話型AIやホワイト
ボックスAIについて専門的な知識をも
たなくても理解できる形で解説を行
なった。また、持続可能な共生社会に
関係する具体的な昨今のとりくみとし
て、スマートシティやSociety5.0、
SDGsを取り上げわかりやすく解説を行
なった。さらにはこれらの内容につい
て理解度テストを実施し、オンライン
授業であるため理解度が把握しづらい
中、オンラインであることを逆手に
とった理解度の確認を逐次行なった。
後半はこれらの知識の蓄積と理解のも
とアイデア出しを行い、整理や表現方
法とともに演習授業を行なった。

①多様で持続可能な共生社会の実現の
ための、さまざまなデザインの手法や
知識を学びます。②技術のひとつとし
て人工知能(AI)をとりあげ、機械学習
やディープラーニング、対話型AIやホ
ワイトボックスAIについて学習しま
す。③スマートシティやSociety5.0な
どをテーマとして共生社会におけるあ
たらしいアイデアを考えます。

SD20110 共生デザイン基
礎 【開放】

授業評価4.00（4.0, 3.9, 4.0, 3.9,
4.0) 回収率55.4% 科目GPA3.8 授業評
価4.00（4.0, 3.9, 4.0, 3.9, 4.0) 回
収率55.4% 科目GPA3.8

本授業の内容は、大学在学中に学んで
いることを卒業後に活かす場としての
三河地方について、その地域、産業、
また生活などの現状をを理解し、特に
この地方の「ものつくり」に関わる実
状を学習するものである。毎回、遠隔
授業として、パワーポイントで作成し
たスライド集を配信し、課題に取り組
み、疑問点等はUNIPAのQ&Aにて対応す
る方法をとり、常に、理解の定着を図
るようにした。毎回の課題では、授業
内容のまとめや発展的な学習となる内
容を心がけた。これらにより、目標に
対する相応の教育効果があったと考え
られる。学生にとっては、三河のもの
づくりの世界に直接触れる貴重な機会
になったようである。

受講生の母校が位置する三河地方に関
する知識を可能な限り吸収し、自ら学
ぶ大学について再認識すること、さら
に、地元就職を考えている人のための
参考になることを目標とする。

U201011三河ものつくり学
C

授業評価4.1（4.2,4.1,4.2,4.2,4.0）
回収率28.9％　科目GPA3.2（F以外）
履修者数90名
概ね良好な評価を得ている。課題に記
された内容からも同様の反応が見て取
れる。旧カリキュラムのため今年度が
最後の授業であるが、新カリキュラム
の「三河のものづくり」にこの授業方
法の良いところを継続発展させていき
たい。

D201009海外デザイン実習

デザイン技法の基本的知識の一つであ
る色彩学は、非常に広い学問領域を含
む学際的な性格をもっており、光との
関係から物理学の、色覚のメカニズム
として生理学・心理学の領域から語ら
れます。色彩と人の感情との結びつき
は心理学の領域でもあるため、授業で
は、そうした広範な内容のなから、造
形に関わる者にとって必要な基礎的知
識とその活かし方を理解するテーマを
中心に扱った。多様化した映像・メ
ディア表現を含む今日のスマートデザ
インにも対応できるよう、デジタルカ
ラーの概念や、色彩の文化的アプロー
チも紹介した。毎回、遠隔授業とし
て、教科書併用とし、教科書の概要を
わかりやすく伝えるために、パワーポ
イントで作成したスライド集を配信し
た。課題に取り組み、疑問点等はUNIPA
のQ&Aにて対応する方法をとり、常に、
理解の定着を図るようにした。毎回の
課題では、授業内容のまとめや発展的
な学習となる内容とした。この結果、
目標に対する相応の教育効果があった
と考えられる。

自然科学的な色彩を成り立たせている
仕組みや、人間が色彩をとらえる方法
を知っている。

U201009色彩学（新カリ）

授業評価4.5（4.5,4.5,4.4,4.4,4.5）
回収率37.3％　科目GPA3.4（F以外）
履修者数67名（主に建築学科2年）
アンケートでは否定的な意見（①②レ
ベルの回答）は皆無であり、良好な評
価を得ている。今後もこのような方向
性でさらに発展継続していきたい。



制作に対してアドバイスをするのだが
制作のスピードが上がらないため、私
自身の制作の経過を画像で見せる事で
刺激しようと試みたが、刺激は受けて
いるようだが、学生の制作スピードは
あまり上がる事がなかった。違いがあ
りすぎてリアルに感じられないのが原
因だと推測される。

大学４年間で学んだことを形にするた
めに試行錯誤を繰り返しながら、審査
基準を満たす作品を制作できることを
目標とします。自分の目標を見つけ達
成する手段を試行錯誤すること。そし
てより良い達成像を思い描き求めてい
くこと。そのためには地道に制作を続
けていくことが重要になります。

卒業研究・制作Ⅰ

自分の制作過程を見せたり、作家を紹
介したり、いろんな角度から学生を刺
激しながら授業を進めようと考えてま
す。


